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　17年1月຤にはオリックス・レンテ

ック東京技術センター（東京都ொాࢢ）

内に、ロボットショールーϜ「5PLyP 

3PCPU LaC�」（Ԇべচ面ੵ203m2）を開

設した。取りѻっているロボットをৗ

設でలࣔするショールーϜで、٬ސは

ロボットの動作や操作性を実際に֬ೝ

できるとともに、ෳ਺の機छを一度に

ൺֱݕ౼することができる。さらに、ซ

設したセミφールーϜでは、エンジニ

アによる҆શߨ習やセミφーなども適

時開࠵している。さらに17年9月、同じ

東京技術センター内に新しいショール

ーϜ「5PLyP 3PCPU LaC 2」（同125m2）

を開設し、自動ൖૹロボットの૸行デ

モエリアを設置した。ෳ਺の自動ൖૹ

ロボットがো֐෺をݕ஌し自動ఀࢭす

る動作、レーβースΩϟφーでप囲の

ۭ間距離をܭଌしながら૸行する動作

などを見ることができる。

を֦େܞ࿈ؒۀا

　企業間࿈ܞの֦大もਐめており、そ

の1つとしてロボットエンジニアリン

グ事業をల開する᷂バイφス（Ѫ஌ݝ

Ҵ୔ࢢ）ならびに技術঎社の᷂立Ֆエ

レテック（大ࢢࡕ੢区）とのڠ業を21

年�月から開始した。そのうͪバイφ

スはロボットSIerとして๛෋な実੷を

༗し、21年�月には「ڠಇロボットセレ

クションセンター」（Ѫ஌ݝҴ୔ࢢ）を

開設した。ڠಇロボットを、実システ

Ϝで導入するためにඞ要なূݕ、ロボ

ットメーカーのൺֱ、ධՁを行える施

設で、Ϣーβーがڠಇロボットの導入

をݕ౼する際には3PCP3enも提Ҋで

きる。オリックス・レンテックとして

は、3社のネットワークを相ޓに活用

4*FrػೳをڧԽ

　ۙ年は、Ϣーβーと࿈ܞし課題を解

決していくような、システϜインテグ

レーター（SIer）にۙい໾ׂがٻめられ

るҊ݅が૿加。そこでSIerとの࿈ܞ໢

を֦大しており、オリックス・レンテッ

クもSIerڠ会（FA・ロボットシステϜ

インテグレータڠ会）にも加ໍした。

　20年1月に/EC（೔本電気᷂、東京都

区）ならびに/ECϓラットフォーϜߓ

ζ （᷂東京都ઍ代ా区）と、SIer事業で

・業することを発表した。オリックスڠ

レンテックのロボットに関するノウϋ

ウと/ECグルーϓが持つノウϋウを

༥߹し、導入コンサル、Քಇ分ੳ、I5サ

ービスなどもؚめ、ॳظ౤ࢿෛ୲のܰ

をしながらロボットが活用できるシݮ

ステϜを૯߹的に提Ҋしている。また、

20年2月には෺流ロボットSIerの᷂オ

フィスエフエイ・コϜ（ಢ໦ݝখࢢࢁ）

との業務提ܞを行うなど෺流施設の自

動化支援をڧ化している。

　新たな取り組みとして෺流施設向け

のアϓローνをڧ化している。その1

つとしてオリックス᷂が開発する෺流

施設に入ډするテφントを対৅に、෺

流ロボットを6カ月間ແঈで提供する

レンタルサービスを1�年5月に開始し

た。同社が取りѻっている自動ൖૹロ

ボットなどを用途に応じて利用するこ

とができ、入ډスϖースの༗効利用方

法、ロボットの۩体的な活用方法、導入

効果シミュレーションなどをύッケー

ジ化して提Ҋしている。ࠓ後はオリッ

クスグルーϓの෺流施設で自動化・ロ

ボット化をਐめていき、そこで構ஙさ

れたロボットシステϜをଞ社に提供し

ていくことなどもݕ౼している。

1300݅Ҏ্の࣮੷

　オリックス・レンテックは、೔本ॳ

の電子ܭଌ機ثレンタル会社として

1976年に設立。現在レンタル業界の国

内最大खとして、3ສ2000छ・1�0ສ୆

の機ثを取りѻっている。そのなかで

2016年�月からロボットのレンタル事

業「3PCP3en」（ロボレン）を新たに開

始した。特௃としては࣍世代ロボット

に特化したレンタル事業ということが

げられる。製଄業分野での༹઀やൖڍ

ૹといったैདྷ型の࢈業用ロボットで

はなく、҆શࡤなしで人と一ॹにಇく

ことができるڠಇロボット、自動ൖૹ

ロボット、௥ै運ൖロボットといった

製଄現৔で使用されるロボットをத心

に、人型のアンυロイυロボットをؚ

めたコミュニケーションロボット、作

業時のࠊのෛ୲をܰݮするウエアラブ

ルロボットのύワーアシストスーツな

ど、16メーカー・39機छをラインアッ

ϓしている。

　事業開始からこれまでに2521݅の

Ҿき߹いがあり、13�2݅のレンタル実

੷（22年1月຤時఺）をੵみ上げてき

た。ロボットを活用したことがない企

業の利用もଟく、「ロボットを本格導

入する前に、まずはࢼしてみたい」とい

ったध要に応えている。また、ैདྷは

人ख不足の解ফやコストࡦݮ࡟として

ロボットを活用する企業が大൒だった

が、現在は、製଄・෺流現৔のソーシϟ

ルディスタンスの֬อ、作業のඇ઀৮

化、人をհさない޻ఔの構ஙなど、コロ

φՒにおける感છ症対ࡦや事業活動ҡ

持のखஈとして、ロボットの導入をݕ

౼する企業が૿えている。

ロボッτϨンλϧで๛෋ͳ࣮੷

オリοΫεɾϨϯςοΫ㈱
【本社】〒1�1-0001 東京都඼઒区๺඼઒ �-�-1�
【URL】https://XXX.orJYrFOtFc.Kp/
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ティクスˍディスクリート・オートメ

ーション事業の売上高は前年ൺ13ˋ

૿の32ԯ9700ສυルだった。受注高は

同3�ˋ૿の3�ԯ��00ສυルであった。

電૷化の加଎などに൐い自動車部品向

けのध要がݎௐで、一ൠ࢈業向けなど

も৳௕した。೔本ࢢ৔をみると、21年

後൒からճ෮܏向がみられはじめ、自

動車関࿈やࡾ品࢈業（৯品、化হ品、ҩ

ༀ品）向けなどがݎௐにਪҠした。

21೥にڠಇロボ৽੡඼

　21年2月には、ڠಇロボットの新

製品「GPFa」（ΰーフΝ）ならびに

「S8IF5I」（スイフティ）を発売した。

ΰーフΝは可ൖ重ྔ5LHの6࣠タイϓ、

スイフティは可ൖ重ྔ�LHの6࣠タイ

ϓで、タブレット1Cなどを活用して

直感的かつ؆қにティーνングが可能。

A##はڠಇロボット製品のラインア

ッϓを֦ॆし、٬ސへの提Ҋ力や対応

力をڧ化している。ΰーフΝは6࣠す

べてにインテリジΣントトルクとҐ置

センサーを搭載し、ロボットアーϜと

人などが઀৮した際にも਺ミリ秒Ҏ内

にఀࢭする。最大଎度は2�2m�秒。リ

ーν௕は950mmで、ଞの5LH可ൖڠಇ

ロボットにൺべて໿12ˋ௕く、幅広い

用途に活用できる。

　スイフティは、レーβースΩϟφ

ーやA##のソフトウエアなどを活用

し、人が一ఆの距離内にۙͮくとロボ

ットの動作଎度を自動でݮ଎すること

で҆શ性を֬อ。ݥةエリアに人が৵

入すると自動でఀࢭする。リーν௕は

�75mmまたは5�0mm。最大଎度は

5m�秒で、一ൠ的な࢈業用ロボットと

同౳の଎度で作業をする。

イジングなど幅広い分野で採用されて

いる。製品はখ型（3LH可ൖ）から大型

（500LH可ൖ）まで様々なタイϓを、コ

ントローラーやソフトウエアなどの関

࿈機ثもؚめてల開している。

　೔本法人でもখ型から大型の製品ま

で幅広くൢ売しており、主なものでは

自動車޻৔で使用されるృ૷、マテϋ

ン、レーβー੾அ用のロボット、৯品

৔で使用されるύラレルリンクロボ޻

ットなどがある。ృ૷ロボットのઌ୺

に取りつけるృ૷機に関しては੩Ԭݝ

ౡాࢢに開発・生ڌ࢈఺を༗し、同ڌ఺

がA##のグローバルにおけるృ૷機

のメーンڌ఺というҐ置ͮけになって

いる。

　ैདྷは、生࢈の効཰化、コストݮ࡟、

3OI（౤ࢿ対効果）などがロボット導入

のϙイントになっていたが、最ۙは人

ख不足がਂࠁ化しロボットを࿑ಇ力と

ଊえたҊ݅が૿加。ライ

ンશ体にロボットを活

用したいというϢーβ

ーも年々૿えており、प

ล機ثやソフトウエア

もؚめたトータルでの

提Ҋ力がٻめられてい

る。そこでैདྷはシステ

Ϝや製品別の組৫体制

でロボット製品のൢ売

をਐめていたが、19年͝

ろから「自動車・OE.」

「自動車部品」「ࡾ品・෺

流」など、用途・アϓリケ

ーション別に提Ҋでき

る組৫体制に੾りସえ

た。

　業੷面では、21年（1

ʙ12月）におけるロボ

21೥のൢച͸޷ௐにਪҠ

　A##は 世 界 の ໿100カ 国 に1�ສ

7000人Ҏ上のै業һを༴する電力技

術とオートメーション技術のリーディ

ングカンύニー。2017年にA##グル

ーϓとなった#�3のマシンおよびフ

Νクトリーオートメーションソリュー

ションと、แׅ的なロボットソリュー

ションをѻうロボティクスˍディスク

リート・オートメーション事業本部に

て、࢈業用ロボット製品をల開してお

り、世界でトッϓクラスのシΣアをތ

り、ྦྷ ग़ՙ୆਺は50ສ୆Ҏ上を਺えܭ

る。

　同社の࢈業用ロボットは、ݎ࿚性が

高く、աࠅな作業環ڥ下でも高いي੻

精度を実現できることなどでఆධがあ

り、自動車、ர଄・஁଄、金ଐ加޻、ϓ

ラスνック、ύッケージングˍύレタ

の࣮੷ڃ用でੈքτッϓۀ࢈

"##
【本社】εイεɾνューリッώɺ日本๏ਓʹ東京都඼઒区େ࡚ 2-1-1 5Fl.03-��23-�000
【URL】https://Hlobal.abb/

産業༻ロボットͰ๛෋ͳ࣮੷
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生徒も、オリヒメで教室の雰囲気に慣

れていき実際に学校に通えるようにな

った事例もある。海外でもトルコにあ

るシリア人学校での交流支援活動にオ

リヒメが用いられた。

　16年10月には公益財団法人ベネッ

セこども基金（東京都新宿区）の自主事

業である「重い病気を抱える子どもの

学習支援の取り組み」の一環としてオ

リヒメを東京都の特別支援学校に提供。

院内に分教室を持っている都内すべて

の肢体不自由校（光明特別支援学校、北

特別支援学校、および墨東特別支援学

校の3校）で導入された。

　このほか、ALS（筋萎縮性側索硬化

症）患者がオリヒメを使用する事例も

ある。ただ、オリヒメはスマホやタブレ

ットなどで腕や首を動かすためALS患

者ではそれが難しい。そこで同社は目

の動きでオリヒメを操作する技術「デ

ジタル透明文字盤OriHime eye」を16

年7月に発表した。17年2月にはソフ

トウエアを見直し、入力ミスが大幅に

改善したバージョンを開発。慣れた人

であれば、60秒で目の動きだけにより

「はじめましてわたしのなまえはおり

ひめですよろしくおねか」まで入力で

きるという。現在は幅広い地域での購

入補助制度にも適応されている。

受付ソリューションを提供

　16年9月にオフィス向けの製品を発

売した。スケジューリング機能などビ

ジネス向けの機能を搭載しており、在

宅ワークや本社と支社間コミュニケ

ーションなどにロボットを活用する

ことで、業務の幅を広げることができ

る。前述のように学校や病院での導入

がることが最良だと思うようになった。

そこで身体的問題や距離に関わらず、

病気の人の「心の車椅子」となるべく開

発したのが分身ロボット「オリヒメ」で

ある。

　オリヒメは高さ20cmの卓上型ロボ

ットで、マイク、スピーカー、カメラと

いったコミュニケーションのベースと

なる電子デバイスのほか、モーター、マ

イコン、目と胸の部分にLEDなどが搭

載されている。利用法としてはまず家

や学校などで会いたい人の前にオリヒ

メを置く。病院などにいる利用者はイ

ンターネットを通じオリヒメで会話が

できるほか、スマートフォン（スマホ）

やタブレットを操作することでオリヒ

メの腕や首を直感的に動かすこともで

きる。つまり、その人とまるで実際に会

っているようなコミュニケーションが

可能となる。オリヒメの顔は能面を参

考にしている。能面は見る角度や光の

当たり方によって「喜怒哀楽」の様々な

表情に見えるように作られており、オ

リヒメにもその要素を盛り込むことで、

会話をしている人は利用者の表情を想

像でき、オリヒメが人間のように見え

てくる効果がある。

幅広い分野で採用

　15年7月から本格的なサービスを開

始。分野としては病院・福祉施設のほ

か、オフィス用途や家庭で使用するケ

ースなど幅広い分野で採用されており、

テレワークツールとしても注目を集め

ている。フリースクールや特別支援学

校など教育機関での導入もあり、身体

的な理由だけでなく、対人恐怖症など

の精神的な理由で教室に足を運べない

ロボを「心の車椅子」に

　オリィ研究所は、ロボットテクノロ

ジーを活用し「会いたい人に会えて、行

きたい所へいき、社会に参加できる」サ

ービスの提供を行う2012年設立の企

業。そのカギとなるのが分身ロボット

「OriHime（オリヒメ）」だ。代表の吉藤

氏は高校時代に電動車椅子の開発に取

り組み、新機構の発明により国内最大

の科学コンテストJSECにて文部科学

大臣賞を、世界最大の科学コンテスト

ISEFにてGrand Award 3rdを受賞し

た。その後、病気で苦しんでいる人々

から様々な相談が寄せられるようにな

った。そのなかで吉藤氏は、病気で問

題となるのは体の機能の低下だけでな

く、病気による孤独感、疎外感、精神的

なストレスといったことに苦しめられ

ることではないかと感じるようになっ

た。

　そこでまずはAIに着目し、AIとの

コミュニケーションでその課題解決に

取り組んだが、孤独感を癒すためには

AIと人ではなく、親しい人同士がつな

ロボカフェがグッドデザイン賞

㈱オリィ研究所
【本社】〒103-0023 東京都中央区日本橋本町 3-8-3
【URL】https://orylab.com/

分身ロボット「OriHime」
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